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行
政
・
合
理
化
を
確
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
産
所
得
増
大
に
重
点

そ
の
後
の
新
市
建
設
計
画
は
十
月
一
日
に
基
礎
調
査
に
基
い
た
地
域
の
特
開
発
、
工
業
都
市
へ
の
躍
進
に
よ
る

性
概
要
を
審
議
決
定
し
、
続
い
て
十
月
二
十
七
日
審
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
計
．
画
の
最
も
車
要
な
基
広
構
想
、
基
本
方
針
、
重
点
鹿
策
に
っ

い
て
活
発
な
討
議
を
行
い
つ
ぎ
の
如
く
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

基
本
構
想

行
政
運
営
に
つ
い

て
は
機
構
改
革
の

完
成
を
期
す

醸
一
｝

一

沁N

一

殴

機
能
を
＋

分
発
揮
し
て

建
設
を
促
進

す
る
た
め
に

は
、
速
か
に

市
の
一
体
制

を
碓
▽
じ
、

る
だ
け
合
理

化
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す

機
構
に
よ

り
効
率
的
運

営
を
期
す
る

た
め
、
市
の

事
務
部
局
の

簡
素
化
と
集

中
化
を
図
ら

な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
人
員
の
適
正

配
置
、
出
張
所
の
統
廃
合
、
建
設
事

業
の
機
械
力
に
よ
る
工
事
面
の
拡
充

小
、
中
学
校
の
統
廃
合
、
消
防
施
設

の
整
備
、
職
員
の
研
修
制
度
の
計
画

的
実
施
な
ど
を
図
り
ま
す
。

健
全
財
政
の
確
立

を
期
す

　
健
全
則
政
を
碓
立
す
る
た
め
に
は

財
政
能
力
に
適
合
し
た
実
脊
可
能
な

総
合
計
画
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
合
併
五
ヵ
年
計
画
が
財
政
力
を

無
視
し
た
た
め
、
最
終
年
次
に
僅
か

三
六
％
の
遂
行
率
を
示
し
た
に
過
ぎ

な
か
っ
た
の
で
、
あ
く
ま
で
も
堅
実

な
総
合
計
画
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
A
屏
後
四
ヵ
年
の
投
資
的
経
費

の
、
平
均
は
二
五
％
で
す
が
、
こ
れ
を

計
画
初
年
度
三
〇
％
最
終
年
度
に

三
四
％
に
引
上
げ
新
市
と
し
て
欠

く
事
の
で
き
な
い
事
業
を
強
力
に
推

進
し
ま
す
。
こ
の
為
消
費
的
経
費
を

最
大
限
に
切
り
つ
め
、
税
の
完
全
徴

収
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
下
資
源
の
開
発

　
商
工
業
の
画
期
的
伸
長
に
大
き
な

一
希
望
が
も
た
れ
な
い
現
在
、
地
下
資

源
の
開
発
が
望
ま
れ
ま
す
。
観
光
の

｝
生
産
所
得
の
増
大
に
期
待
す
る
こ
と

，
は
極
め
て
切
実
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
基
礎
調
査
よ
り
遂
次
開
発
を
計

一
画
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
信
濃
川
治
水
の
完

壁
を
期
す

四
囲
標
高
三
〇
〇
米
の
丘
陵
に
囲
ま

れ
冬
期
半
年
に
亘
る
三
米
余
の
積
雪

は
、
融
雪
時
に
お
い
て
年
六
巨
額
の

災
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
特
に
本
市

を
従
貰
す
る
信
濃
川
は
流
路
延
長
一

ニ
キ
。
は
勾
配
が
急
で
あ
る
た
め
、

信
濃
川
に
注
ぐ
市
内
各
河
川
の
川
底

を
益
六
掘
り
下
げ
、
そ
の
勾
配
は
急

と
な
り
氾
濫
を
頻
発
さ
せ
そ
の
影
響

は
甚
大
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
自

然
的
条
件
が
本
市
を
必
然
的
に
後
進

地
域
と
な
ら
し
め
て
い
ま
す
。
　
　
　
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
半
年
間
の

　
信
濃
川
上
流
改
修
工
、
串
の
完
成
に
・
豪
雪
は
運
行
途
絶
の
状
態
を
余
儀
な

よ
り
即
時
開
田
可
能
地
七
〇
町
歩
は
く
し
、
商
工
業
不
振
の
理
由
の
一
つ

も
と
よ
り
、
市
街
地
人
口
の
増
大
に
も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

よ
り
耕
地
不
足
は
今
や
深
刻
と
な
り
　
　
本
市
商
、
工
業
の
飛
躍
的
発
展
要
素

つ
つ
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
の
一
つ
は
地
下
資
源
の
開
発
で
あ

　
こ
れ
が
打
開
に
は
な
ん
と
い
っ
て
り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
促
進
を
図
ら

も
信
濃
川
沿
岸
の
開
発
の
確
保
に
、
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
鉄
道
の
幹

す
べ
て
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
現
状
線
化
と
、
上
越
西
線
の
敷
設
で
あ
り

に
あ
り
ま
す
の
で
、
十
日
町
市
の
発
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
全
市
挙
げ
て
強

展
は
信
濃
川
治
水
の
完
壁
を
期
す
る
力
な
推
進
を
必
要
と
し
ま
す
。
経
済

以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
れ
に
は
国
圏
の
拡
大
、
生
産
所
得
の
増
大
等
を

の
河
川
対
．
策
を
よ
り
強
力
に
要
請
考
え
る
と
き
こ
の
促
進
こ
そ
緊
急
か

一し
、
郡
内
町
村
と
も
緊
密
に
連
携
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
重
要
で
あ
り
ま
す
。

瓢
暮
議
蜂
犠
認
雑
　
基
本
方
針

と
に
こ
れ
が
促
進
を
図
ら
な
け
れ
ば
　
　
五
ヵ
年
計
画
の
基
本
目
標
は
市
民

な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
の
向
上
即
ち
、
所
得
水
準
を
引

高
め
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
追
い
つ
け
ま

せ
ん
。
し
か
し
現
在
国
以
上
の
成
長

率
を
用
い
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り

少
く
も
国
民
所
得
水
準
と
こ
れ
以
上

の
差
を
つ
け
な
い
た
め
に
国
の
成
長

率
を
適
用
し
、
こ
の
結
果
基
本
方
針

と
し
て
は
。

①
市
民
所
得
の
上
昇
に
よ
り
生
活
の

安
定
向
上
を
図
る
。

①
建
設
計
画
の
最
高
目
標
を
国
の
経

済
五
ヵ
年
に
添
っ
て
昭
和
三
八
年
の

計
画
最
終
年
に
は
八
二
億
円
と
す

る
。

　
十
日
町
市
の
建
設
計
画
は
地
域
的

一
特
性
を
棊
調
と
し
て
、
総
合
的
な
開

｝
麗
鑛
離
錨
駿
や
膿
融

得
水
嬉
．
を
高
め
る
こ
と
を
基
本
方
針

繊
維
工
業
の
振
興
圖
る

飯
山
線
の
幹
線
化

（
名
古
屋
～
新
潟

間
）
と
上
越
西
線

敷
設
の
促
進
を
期

す
　
十
日
町
市
の
交
通
運
輸
の
現
状
は

嗣
旅
貨
混
合
の
鉄
道
の
蜘
山
線
の
み
で
．

～一
加
う
る
に
敷
設
以
来
根
本
的
な
運
行

改
善
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
近
年
．

自
動
車
に
よ
る
輸
送
は
急
激
に
増

上
げ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
一
年
の
国
民
所
得
と
比

較
し
て
み
る
に
、
市
民
所
傳
は
七
七

・
四
％
の
低
率
に
あ
り
、
国
に
於
て

計
画
さ
れ
て
い
る
新
、
長
期
経
済
計
画

に
よ
れ
ば
国
民
所
得
を
昭
和
三
十
一

年
の
実
績
よ
り
年
六
五
・
八
％
引
上

げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
所
得
水
準
を
国
民
所
得
水

薙
に
近
づ
け
る
に
は
成
長
率
を
余
程
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体育舘よブン
や

タモ

半円型川治中が近く完成！
初冬の空にクツキリとホーブツ線をきれいに描いた半円型屋根の近代的川治

中学校体育舘…一この体育舗は郡市内はもちろん山間部落てiは初めてのカマ

ボコ型のモダンな体育舗で、設計並びに施工は東京牛研工業株式会社の手に

よるもので総工費910万円、建物の大きさは18，5M×32M592平方M：（約180

坪）高さ12M軽量鉄骨造りです。

屋根は雪の自然落下に意を用いたアルミ板が使用され、採光は屋根面にあか

りとりが帯状に備けられヱポライトが使われています。この他屋内には300

Wのスボツト4ケ、400W2本入蛍光灯16ケが取付けられ、床はブナのフロ

ーリングニ重張り、腰は鉄筋コンクリートという堅固さです。高いコート、

明るい室内まさに理想的な体育舗で、今月末その完成を見るに至りました。
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と
し
て
、
計
画
最
終
年
度
に
於
て
総

生
産
額
を
昭
和
三
十
一
年
度
の
一
二

九
・
七
％
に
引
上
げ
る
。
し
か
し
国

民
所
得
に
対
し
て
は
後
進
的
比
率
の

向
上
は
出
来
得
な
い
が
、
国
の
発
展

に
歩
調
を
合
せ
て
縣
の
計
画
と
連
携

を
保
ち
、
経
済
効
果
の
あ
る
事
業
を

強
く
推
進
し
て
計
画
目
標
以
上
の
生

産
増
加
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

重
点
施
策

一
、
繊
維
工
業
の
総

ム
・
振
興
計
画

　
十
日
町
市
の
繊
維
工
業
は
歴
史
的

経
済
的
並
び
に
雇
用
の
面
か
ら
も
市

の
代
表
産
業
で
あ
り
、
主
要
、
工
業
で

あ
り
ま
す
。
本
計
画
の
生
産
計
画
目

標
中
繊
維
工
、
業
は
最
終
計
画
年
の
三

八
年
に
は
昭
和
三
年
生
産
額
よ
り

九
億
円
の
生
産
増
に
す
る
必
要
が
あ

グ
ラ
フ
て
み
る
市
の
姿

前
だ
引
続
い
て
塁
聾
に
つ
「
て
蓄
飼
叢
毒
讐
に
つ
い
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藩騒

て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
市
内
は
図

表
の
と
お
り
で
す
が
、
新
潟
縣
全
体

の
家
畜
の
飼
養
頭
数
は
約
、

　
豚
六
〇
、
O
O
O

馬
　
　
　
　
　
九
、
八
O
O

肚
融
人
舗

農機具保有台数

　
牛
　
　
　
　
　
九
二
、
O
O
O

に
わ
と
り
　
　
八
三
七
、
五
〇
〇

で
す
。
次
号
は
工
業
面
に
つ
い
て
掲

載
の
予
定
で
す
。

そ
の
他

耕
蒜
機

精
米
機

□

籾
す
り
機

脱
穀
機

口

発
動
機

電
動
機
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り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
従
来
の
高

級
絹
織
物
製
造
の
持
続
の
み
で
は
全

く
困
難
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
輸
出

百
、
大
衆
向
、
灘
墾
高

一
の
一
歩
前
進
す
る
総
合
的
観
点
に
立

ぞ
震
薔
の
響
図
窪

｝
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
女
化
学
繊
維
に

一
立
脚
し
た
最
新
式
製
造
方
法
の
加
工

設
備
及
び
、
企
業
育
成
対
策
の
助
長

を
必
要
と
し
ま
す
。

．
二
．
耕
地
増
反
計
画

　
本
市
農
業
に
お
い
て
水
稲
は
全
農

・
業
生
産
額
の
六
六
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
新
潟
縣
の
農
家
一
戸
当
り
の
水

田
経
営
規
模
は
八
反
八
畝
で
あ
り
ま

農
委
選
翠
人
名
簿

　
　
農
家
は
お
忘
れ
な
く
申
請
を

　
今
年
も
十
二
月
一
日
現
在
で
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
が
作
成
さ

れ
ま
す
。

　
ご
の
名
簿
は
み
な
さ
ん
か
ら
の
申

請
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
す
か
ら
、
各

農
塚
へ
配
布
さ
れ
る
申
請
書
に
必
要

事
．
項
を
記
入
の
上
、
十
二
月
五

日
ま
で
に
各
地
区
農
事
連
絡
員
の

と
こ
ろ
へ
届
け
て
下
さ
い
。

①
該
当
農
家
は
田
畑
あ
わ
せ
て
一

’
反
歩
以
上
を
耕
作
し
て
い
る
農
家

②
選
挙
権
を
有
す
る
人
は
昭
和
三
十

四
年
三
月
五
日
で
満
二
十
才
以

上
に
な
る
人
で
、
農
業
を
営
む
人

（
経
営
者
）
お
よ
び
同
居
の
親

族
ま
た
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
、
年

間
お
お
む
ね
六
十
日
以
上
農
耕

に
従
事
す
る
者
で
あ
り
ま
す
。

な
お
申
請
書
裏
面
の
記
載
上
注
意
事

項
を
よ
く
読
ん
で
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
）

す
が
、
十
日
町
市
は
僅
か
四
反
七
畝

の
零
細
で
あ
り
ま
す
。
豪
．
雪
に
埋
れ

た
当
市
の
農
業
は
宿
命
的
に
．
原
始
生

産
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
生
産
性

は
極
め
て
低
い
の
で
農
業
生
産
に
お

い
て
は
土
地
生
産
力
の
向
上
は
勿
論

あ
ら
ゆ
る
、
面
か
ら
対
策
を
樹
立
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
畜
産
振
興
に

よ
る
多
角
営
農
化
の
推
進
と
相
侯
っ

で
、
水
田
面
積
の
増
反
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
、
畜
産
振
興
計
画

　
昭
和
三
十
一
年
の
本
市
農
業
総
生

産
額
を
一
〇
〇
と
し
た
生
産
構
造
の

割
合
は
耕
種
七
九
、
養
蚕
七
、
畜
産

六
、
林
業
六
、
そ
の
他
二
と
な
っ
て
お

り
、
米
作
一
辺
倒
の
農
業
形
態
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
状
勢
に
お
い
て
農
業

経
営
の
合
理
化
を
推
進
す
る
に
ば
米

作
偏
重
を
緩
和
す
る
多
角
営
農
化
を

、
促
進
す
る
よ
り
他
に
道
は
あ
り
ま
せ

ん
。
幸
い
本
市
は
広
大
な
山
林
原
野

を
有
す
る
の
で
、
こ
の
特
有
の
地
勢

を
高
度
に
利
用
し
、
畜
産
．
を
主
体
と

し
た
多
角
的
営
農
の
合
理
化
を
強
く

推
進
し
、
生
産
基
盤
の
育
成
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
、

0
飼
料
資
源
の
自
給
率
向
上
計
爵

②
国
、
縣
の
家
畜
導
入
資
金
の
背
受

国
会
討
論
会
は
延
期

　
十
四
日
夜
、
十
日
町
小
学
校
で
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
国
会
討

市
及
び
単
協
に
よ
る
現
物
貸
付
制
度

の
確
立
。

③
技
術
指
導
及
び
施
設
の
整
備
拡
充

④
販
路
の
開
拓
及
び
販
売
組
織
の
充

実
強
化
。

以
上
四
点
の
施
策
が
必
要
で
あ
り
ま

ル
　
　
の

．
つ

四
、
三
国
々
道
と
結

ぶ
直
江
津
港
～
十

日
町
～
六
日
町
線

の
改
修
事
業

　
三
国
六
道
の
開
通
に
よ
り
本
市
と

首
都
と
を
結
ぶ
最
短
路
線
と
し
て
大

き
く
浮
び
上
っ
て
く
る
の
は
肩
江
津

－
十
日
町
－
六
日
町
を
つ
な
ぐ
、
主
要

地
方
道
で
あ
り
ま
す
。

　
近
年
特
に
そ
の
比
重
を
増
大
し
て

来
た
自
動
車
輸
送
は
最
早
冬
季
間
の

交
通
途
絶
を
許
さ
な
い
現
実
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
十
日
町
－
六
日
町

線
の
縣
道
改
修
を
早
急
に
実
現
し
、

二
級
国
道
に
偏
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
始
め
て
十
日
町
市
民
の
願
い
で
あ

る
無
雪
道
路
も
可
能
と
な
っ
て
き
ま

す
『
。

論
会
は
、
国
会
の
都
合
に
よ
り
無
期

延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
よ
り
三
国
女
道
と
結
ぶ
懸
道

は
四
線
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
有

機
的
に
結
び
つ
け
る
市
内
循
還
道
路

が
産
業
開
．
発
や
新
市
域
の
行
政
速
度

の
向
上
と
相
挨
っ
て
強
く
要
望
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
経
済
効
果
や

機
能
を
倍
加
す
る
意
味
か
ら
も
早
急

に
二
級
国
道
へ
の
偏
入
が
望
ま
れ
ま

す
。
特
に
八
箇
峠
は
観
光
的
に
も
有

望
な
地
理
的
位
置
を
占
め
、
附
近
一

帯
の
ス
キ
ー
場
の
新
設
や
地
下
資
源

開
発
の
可
能
性
を
含
め
て
、
非
常
に

重
要
な
地
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
～
六
日
町
線
は
昭
和
二
五

年
か
ら
改
良
．
工
事
が
施
行
さ
れ
着
汝

と
そ
の
成
果
を
上
げ
て
来
て
い
ま
す

が
、
柏
崎
i
松
代
ー
十
日
町
線
な
ど

と
共
に
施
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
上
越
（
高
田
、
薩
江
津
）

地
方
と
の
交
通
の
円
碍
化
か
ら
見
て

も
、
こ
れ
ら
隣
接
郡
市
と
も
連
絡
を

密
に
し
、
慎
重
な
対
策
と
総
合
的
な

計
画
を
も
っ
て
強
く
推
進
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
（
新
市
建
汎
畝
審
一
麟
ム
○

信
用
保
証
協
会

年
末
特
別
保

　
　
証
融
資

　
　
　
　
　
縣
信
用
保
証
協
会
で

　
　
　
　
は
恒
例
の
年
末
特
別
保

　
　
　
　
証
融
資
を
左
記
に
よ
り

　
　
　
　
行
い
ま
す
の
で
、
御
希

　
　
　
　
望
の
方
は
申
込
み
下
さ

　
　
　
　
い
。

　
　
　
　
　
一
、
融
資
総
額
　
五
億

　
　
　
　
円

二
、
触
資
機
関
　
市
内
各
銀
行
、
商

　
工
信
組
、
商
工
中
金
。

三
、
貸
付
対
象
　
県
内
の
中
小
企
業

　
老
遊
興
娯
、
楽
業
種
を
の
ぞ
く
。

四
、
資
金
の
使
途
年
末
決
済
用
運

転
資
金

五
、
貸
付
条
件
　
①
貸
付
額
…
一
企

　
業
者
五
〇
万
円
以
内
。
但
し
商
工

　
中
金
は
二
〇
〇
万
円
迄
と
す
る
。

　
②
期
間
　
三
ヵ
月
以
内
但
し
特
別

　
の
事
情
が
あ
る
時
は
六
ヵ
月
以
内

　
③
利
率
　
各
金
融
機
関
の
貸
出
利

率
　
④
保
証
人
　
一
名
以
上

　
⑤
保
一
舐
料
　
日
歩
エ
ハ
厘

六
、
取
扱
期
間
　
昭
和
三
十
三
年
十

　
一
月
一
日
よ
り
十
二
月
二
十
日
迄

七
、
申
込
取
扱
機
関
　
信
用
保
証
協

　
会
十
日
町
麦
所
（
商
工
会
議
所
内
）

米
屋
の
登
録
替
え

　
　
　
20
～
”
日
の
二
日
間

　
現
在
登
録
し
て
お
ら
れ
る
お
米
屋

さ
ん
を
替
え
た
い
方
は
米
の
通
帳
と

印
鑑
を
も
っ
て
、
市
役
所
経
済
課
か

出
張
所
（
窓
口
事
務
、
取
扱
区
域
と
す

る
）
へ
お
出
で
下
さ
い
。

　
こ
の
登
録
替
え
は
十
一
月
二
十
日

二
十
一
日
の
二
日
間
限
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
か
ら
期
限
を
過
ぎ
て
申
し

出
ら
れ
て
も
受
付
け
な
い
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
変
更
す
る
場

含
は
、
前
に
登
録
さ
れ
て
い
る
米
屋

さ
ん
の
代
金
を
全
納
し
て
か
ら
に
し

て
下
さ
い
。

今月の納税

固定資産税
　（矛四期分）

納期限は11月末日

一54一



（2）（土曜日）昭和詔・年11月15日りよだ政市町日十
、

最
優
秀
賞
な
獲
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
条
「
カ
ガ
シ
の

全国青年大会

去
る
＋
百
六
．

日
か
ら
四
日
問
第

七
回
全
国
青
年
大
．

会
が
東
京
都
新
宿

国
立
競
技
場
を
中

心
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

本
大
会
は
全
国

一
、
二
〇
〇
万
勤
労
青
年
の
代
表
者
一

が
蛋
に
会
し
、
日
頃
の
努
力
の
丞

鍵
購
藻
茨
韓
灘
越

蟻
狂
袴
肌
轟
器
縫
禰
｝

祭
典
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
一

　
我
が
市
に
お
い
て
は
新
潟
懸
代
表
｛

と
し
て
演
劇
九
名
、
卓
球
五
名
、
陸
｝

上
茗
の
桑
素
盆
し
至

た
．
　
　
　
　
　
一

肇
団
の
成
績
は
既
に
翻
、
ラ
量

オ
で
御
承
知
の
と
お
り
八
日
明
治
神

宮
外
宛
の
日
本
青
年
会
舘
で
行
わ
れ

ま
し
た
演
劇
の
部
は
、
中
条
青
年
団

（
カ
ガ
シ
の
会
）
が
輝
く
全
国
最
優
〕

秀
肇
簿
し
ま
し
た
・
薩
上
二

難
糞
雛
な
成
績
㎝

箋
会
の
遠
征
誤
て
至

面
か
ら
ご
麦
援
を
い
た
だ
き
十
日
町

市
青
年
団
協
議
会
で
は
市
民
の
皆
様

F司

〆
＝
輔
＝
二
一
＝
ニ
ニ
コ
ニ
＝
二
＝
＝
一
二
一
一
．
二
＝
二
＝
二
＝
二
一

第2腸　　　（駿鍛編昌）
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へ
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

「
本
大
会
の
選
手
派
遣
資
金
に
つ
き

ま
し
て
は
各
部
後
援
会
、
婦
入
会
、
青
．

年
団
、
市
民
の
皆
様
方
各
位
の
多
大

な
る
御
協
力
御
後
援
を
い
た
だ
き
心

か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
を
機
に
我
等
十
日
町
市
青
年
団
協

議
会
の
進
展
を
念
頭
に
本
青
年
大
会

の
覇
者
は
社
会
の
先
．
駆
者
た
れ
と
努

力
に
努
力
を
か
さ
ね
、
市
内
全
青
年

の
団
結
を
よ
り
完
全
に
堅
持
し
て
行

く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
尚
大
会
開
催

中
に
は
璽
泉
十
日
町
会
の
方
女
に
ひ

と
か
た
な
ら
ぬ
御
世
話
様
に
な
り
、

選
手
一
同
安
心
し
て
大
会
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
り
あ
え

す
紙
上
を
も
っ
て
お
礼
申
上
げ
ま

す
。
」

水
稻
新
品
種
紹
介

〔
コ
ガ
ネ
モ
チ
〕
本
品
種
は
新
潟

縣
農
業
試
験
場
中
条
試
験
地
で
信

濃
も
ち
三
号
と
農
林
十
七
号
と
を

交
配
し
て
育
成
し
た
中
生
種
で

す
。

特
性
の
概
要

▽
低
温
発
芽
性
が
梢
良
好
で
苗
立

ち
が
よ
い
。
▽
苗
丈
は
長
く
巫
苗

が
の
び
す
ぎ
る
と
深
植
に
な
り
や

す
い
。
▽
本
田
初
期
の
生
育
は
、

旺
盛
で
あ
る
が
分
け
つ
力
が
弱
く

穂
数
が
少
な
い
。
▽
穂
の
粒
着
は

極
く
密
で
稔
実
歩
合
が
高
く
、
一

穂
が
重
い
。
▽
出
穂
期
は
、
平
和

も
ち
よ
り
梢
遅
目
の
中
性
も
ち
で

す
。
▽
桿
は
長
く
て
太
い
が
倒
伏

し
や
す
い
。
▽
い
も
ち
病
に
弱
く

十
日
町
市
青
年
団
協
議
会
事
務
局

農
家
に
麦
の

配
給

米
の
売
渡
し
農
家
に
精
麦
と
麦
ぬ

か
を
配
給
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

ご
の
配
給
は
、
米
の
売
渡
促
進
と
米

単
作
農
家
の
食
生
活
改
善
を
図
り
、

あ
わ
せ
て
飼
育
家
畜
飼
料
対
策
の
一

助
と
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

配
給
対
象

　
精
麦
女
は
麦
ぬ
か
を
希
望
す
る
米

一
二
＝
＝
＝
二
一
二
一
二
＝
⇒
＝
＝
＝
一
『
二
一
二
一
一
一
二
＝
＝
一
ゴ
ニ
ニ

　
叉
小
粒
菌
核
病
に
も
弱
い
が
．
紋

　
枯
病
に
は
中
位
で
胡
麻
葉
枯
病
に

　
は
梢
強
く
、
老
朽
化
田
に
適
応
し

ま
す
o
▽
二
化
め
い
虫
・
カ

ラ
バ
エ
の
被
害
が
多
い
。

▽
収
量
は
多
く
特
に
山
間

地
に
お
い
て
収
量
性
が
高

い
。
▽
玄
米
は
小
型
で
よ

く
は
ぜ
て
、
米
質
は
良
好

で
す
。
▽
も
ち
は
臼
く
、

ネ
バ
リ
が
や
や
強
く
舌
ざ

わ
り
が
滑
ら
か
で
。
、
食
味

は
佳
良
で
す
。

栽
培
上
の
注
意

▽
い
も
ち
病
常
発
地
は
さ

け
る
こ
と
。

会
」

　
穀
士
㎎
渡
駒
肢
家
。

配
給
期
間

　
十
一
月
か
ら
お
＼
む
ね
三
十
四
年

　
二
月
末
日
ま
で
。

配
給
販
扱
機
関

　
農
業
協
同
組
合
。

農
家
へ
の
最
終
売
渡
価
格

1
精
麦
一
袋
（
二
〇
キ
ロ
入
）

　
八
八
O
円
を
基
雌
と
す
る
。

2
麦
ぬ
か
一
袋
（
一
五
キ
ロ
入
）

　
三
五
〇
円
を
基
準
と
す
る
。

但
し
麦
ぬ
か
に
つ
い
て
は
市
販
価
｝
が
き
が
売
出
さ
れ
ま
す
。
十
日
町
局

格
の
変
動
に
皇
下
茎
鵡
内
割
馨
円
は
が
き
＋
六
万
九

が
あ
る
．
　
　
　
　
　
一

　
　

1
1
1
　
　
i

r
ー
　
　
皿
千
枚
で
咋
年
よ
り
約
二
万
枚
多
く
、

お
年
玉
は
が
き
颪
円
は
が
き
は
四
万
李
婆
逆
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咋
年
よ
り
一
万
二
千
枚
少
く
な
っ
て

翫
籍
勤
鱗
蔭

早
期
発

　
　
　
　
X

「
早
期
発
見
」
こ
そ
結
核
診
断
の

。
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
無
料
診

見
が
狙

線
検
診

狙
い

断
に
よ
り
新
患
者
が
発
見
さ
れ
、
治

療
を
受
け
て
癒
っ
て
い
る
こ
と
は
同

慶
に
絶
え
ま
せ
ん
。
国
も
結
核
対
策

に
重
点
を
置
き
、
市
で
も
こ
れ
に
応

い

　
　
　
の
結
果

え
る
た
め
レ
ン
ト
ゲ
ン
機
を
購
入
し

て
奥
地
ま
で
診
断
に
出
向
い
て
い
ま

す
。
本
年
度
の
成
績
は
別
表
の
通
り

で
す
が
、
結
果
的
に
見
て
三
〇
才
以

下
の
青
壮
年
者
の
受
診
率
が
目
立
っ

て
低
い
事
は
誠
に
遺
感
に
思
い
ま

成完レ

織物組合では総工費5，670万円で春以襲清水建設が工事をi
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す
。
之
に
反
し
老
年
者
の
受
診
率
が

一
段
と
高
ま
り
、
そ
の
中
か
ら
精
密

懸
の
該
当
嚢
あ
っ
て
結
籔

一
外
の
病
気
も
見
つ
か
っ
て
大
変
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
市
が
行
事
計
画
を
知
ら
せ
た
時
は

　
「
一
家
揃
っ
て
健
康
診
断
」
を
受
け

て
安
心
し
て
働
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
自
4
月
、
至
9
月
）
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検
診
実
施
成
績
表

33

年
度
X
線
集
団

一
ご
＝
＝
二
一
＝
一
＝
＝
ご
＝
一
一
＝
一
＝
＝
＝
二
＝
＝
一
二
一
一
＝
一
＝
一
謡
＝
＝
－
＝
＝
＝
一
二
温
＝
＝
二
＝
ご
＝
＝
二
ご
ニ
ニ
＝
＝
ご
ニ
ニ
ニ
「

代
日
数
は
四
十
日
位
と
す
る
。
▽

元
肥
の
チ
ッ
ソ
質
肥
料
の
過
多
は

さ
け
る
こ
と
。
▽
田
植
は
六
月
上

の窓農家
旬
ま
で
と
し
、
株
数
を

硝
六
多
く
す
る
。
▽
穂

肥
の
適
期
は
七
月
中
旬

で
す
▽
い
も
ち
病
の
発

生
に
特
に
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
適
　
　
地

い
も
ち
病
多
発
地
を
除

く
縣
下
一
円
。

大
　
　
一
丘

〔
は
し
り
ま
め
〔
本
晶

種
は
、
新
潟
縣
農
業
試

特
性
の
概
要

成
熟
期
が
八
月
下
旬
の
極
阜
生
種

で
、
募
、
化
し
難
く
肥
沃
地
に
適
す

る
。
▽
小
つ
ぶ
で
品
質
は
中
位
で

紫
斑
病
及
び
禍
斑
病
の
被
害
が
少

な
い
。
▽
秋
作
の
前
作
ど
し
て
極

早
生
種
に
か
わ
る
も
の
と
考
え
る

▽
枝
豆
に
は
．
不
適
で
は
あ
る
が
、

納
豆
・
豆
腐
に
好
適
で
す
。

栽
培
上
の
注
意

▽
阜
播
す
る
（
．
平
場
地
方
四
月
中

旬
、
山
麓
地
方
四
月
下
旬
）
▽
梢

密
植
に
す
る
。
鼠
害
に
注
意
す
る

適
　
　
　
地

平
場
及
び
…
麓
・
丘
陵
の
肥
沃
地

潤
＝
」
三
一
三
一
…
三
一
デ
三
三
∫
三
三
＝
一
三
三
＝
三
三
ぎ
三
一
一
三
三
三
三
三
二
戸
＝
三
三
一
一
三
｝
一
9
三
一
問
♂
二
＝
一
云
三
三
ヨ
三
一
二
∫
＝
＝
三
一
；
一
一
一
一
一
三
一
一
騨
『
一
げ
三
三
二
＝
三
三
…
瞬
一
三
…
＝
三
一
三
二
一
一
＝
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
苗
代
で
、
徒
長
さ
せ
験
場
長
岡
本
場
で
．
、
金
字
と
御
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
よ
う
に
往
意
す
る
こ
と
。
▽
　
純
一
号
と
を
入
口
変
配
し
て
育
成
　
　
　
　
　
　
（
県
農
業
改
良
課
）
　
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
り
早
播
は
よ
く
な
い
。
▽
苗
　
し
た
極
早
生
品
種
で
す
。
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予

約
米
の

補
正
を
し
ま
す

　
　
　
申
請
は
十
一
月
二
十
日
ま
で

一
　
本
年
度
稲
作
期
間
の
前
半
は
非
常

一
に
恵
ま
れ
た
天
候
と
各
農
家
の
努
力

に
よ
り
四
年
続
き
の
豊
作
を
予
想
さ

れ
、
八
月
二
十
五
日
締
切
の
市
内
の

一
予
約
嚢
は
窪
の
世
馨
を

上
回
る
一
九
、
三
〇
〇
余
石
と
な
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
後
半
に
於
け

る
七
月
末
の
豪
雨
。
八
月
末
よ
り
九

一
月
中
旬
に
か
け
て
数
度
の
台
風
。
未

｛
層
有
の
長
雨
の
た
め
各
河
川
の
氾
濫

一
に
よ
る
田
の
流
失
、
埋
没
、
冠
水
に
．

に
絶
え
ま
せ
ん
。
前
記
災
害
に
よ
り

よ
り
、
当
初
の
豊
作
は
要
な
童

、
議
の
馨
毫
た
琶
は
塁

予
約
量
の
全
量
を
売
渡
し
不
可
能
と

な
っ
た
農
家
は
政
府
買
入
数
量
の
変

更
申
請
書
を
市
長
に
提
出
し
て
売
渡

し
数
量
を
減
額
す
る
事
が
出
来
ま
す

の
で
、
該
当
農
家
は
最
寄
の
農
協
へ

十
一
月
二
十
日
、
（
農
協
で
期
日
を
定

め
た
時
は
そ
の
日
時
）
ま
で
に
印
鑑

蓼
、
馨
濃
、
減
収
量
葉
知

・
の
上
、
申
講
手
続
を
さ
れ
ま
す
よ
う

［
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
畠
｝
－
i
　
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

火
災
予
防
運
動

　
今
年
も
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十

二
月
二
日
ま
で
の
一
週
間
、
全
国
一

斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
ま
す
。
つ
ぎ
の
五
つ
は
今
年
の
火
”

災
予
防
運
動
の
重
点
事
項
で
す
。
　
”

◎
火
災
の
早
期
発
見
と
初
期
消
火
の
”

徹
底
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
人
が
ふ
え
て
、
生
活
程
度
が
高
ま
…

　
っ
て
く
る
・
ご
ど
う
し
て
も
火
災
も
…

　
ふ
え
が
ち
で
す
。
早
く
発
見
し
て
”

　
早
く
消
す
こ
と
は
予
防
に
つ
ぐ
良
”

策
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
ー

◎
火
災
予
防
査
察
の
励
行
　
　
　
　
冒

　
な
ん
と
い
っ
て
も
火
事
を
出
さ
な
“

　
い
に
こ
し
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
”

　
予
防
査
察
の
励
行
は
火
災
予
防
運
”

　
動
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
い
え
ま
し
…

　
よ
う
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

◎
電
気
火
災
の
防
止
　
　
　
　
　
　
”

　
電
気
器
具
の
駁
扱
い
方
に
充
分
注
…

　
意
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
”

◎
避
難
救
助
態
勢
の
徹
底
　
　
　
　
，

　
会
社
・
工
場
等
は
も
ち
ろ
ん
、
　
，

　
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
冒

◎
消
防
機
関
の
警
備
態
勢
の
強
化
　
，

　
「
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
杖
　
　
　
　
　
冒

　
る
だ
け
の
努
力
を
し
て
下
さ
い
。
”

教
室
の
窓
か
ら
1

　
　
　
　
　
　
三
つ
の
お
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
つ
の
お
は
な
し
が
教
室
に
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
と
を
お
母
さ
ん
方
に
お
し
ら
せ
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚
い
と
お
も
い
ま
す
。
第
一
話
は
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
生
と
曽
呂
利
新
左
工
門
の
話
。
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
話
は
六
年
生
の
教
竪
で
の
「
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
に
」
の
お
べ
ん
き
よ
う
か
ら
。
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
話
は
先
生
と
子
ど
も
さ
ん
の
詩
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ろ
り
し
ん
ざ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ん
の
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
し
、
豊
臣
秀
吉
の
お
気
に
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
り
の
家
来
に
「
そ
ろ
り
し
ん
ざ
え
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
”
ん
一
と
い
う
た
い
へ
ん
ち
え
の
あ
る

般
家
庭
で
も
万
一
の
場
合
に
備
え
…
入
が
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
秀
吉
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
「
し
ん
ざ
え
も
ん
」
に
む
か
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
「
き
よ
う
は
、
お
ま
え
が
ほ
し
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
．
：
：
．
這
き
…
思
暑
の
需
書
あ
げ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
え
ん
り
よ
な
く
申
し
て
み
な
さ
い
」

ネ
ズ
、
・
、
の
騙
除
…
暴
舷
勘
躰
難
離
帆
捲

　
　
　
　
日

実施期間
11月27日～12月5

め
み
な
さ
ん
の
δ
協
力
を
願
っ
て
お
…
存
じ
ま
す
。
」
こ
れ
を
き
い
た
秀
吉

り
ま
す
。

準
備
期
間
（
十
一
月
十
日
か
ら
二
十
…
も
な
が
ら
何
と
い
う
欲
の
な
い
も
の

五
日
ま
で
）
と
し
て
、
関
係
協
刀
団
”
で
あ
ろ
う
。
そ
の
て
い
ど
の
も
の
な

体
や
地
区
指
導
者
協
議
会
な
ど
を
開
…
ら
月
末
ま
で
待
つ
必
要
は
な
い
か
ら

い
て
打
合
せ
を
行
い
、
薬
剤
の
選
定
…
す
ぐ
あ
た
え
る
乙
と
に
し
よ
う
・
」

共
同
購
入
申
込
み
、
配
布
な
ど
を
行
㎜
と
申
し
ま
し
た
・
そ
し
て
・
計
算
を

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
す
る
こ
と
を
役
目
と
し
て
い
る
「
か

　
十
一
月
十
日
か
…
の
し
み
に
し
て
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

ら
十
二
月
十
日
ま
…
し
ん
ざ
え
も
ん
は
し
ば
ら
く
し
て
・

で
縣
下
一
せ
い
に
…
「
そ
れ
で
は
申
し
上
け
ま
す
。
私
は

ね
ず
み
．
駆
除
実
施
…
き
よ
う
、
お
米
を
一
粒
だ
け
い
た
だ

運
動
が
実
施
さ
れ
“
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
あ
し

て
お
り
ま
す
。
市
…
た
は
二
粒
、
あ
さ
っ
て
は
四
粒
、
あ
く

で
は
、
ご
の
運
動
…
る
日
は
八
粒
と
い
う
よ
う
に
し
て
一

の
実
距
計
画
を
定
…
ヵ
月
、
三
十
日
間
い
た
だ
き
た
い
と

　
　
　
　
　
　
　
”
は
、
　
「
さ
て
さ
て
、
お
前
は
、
い
つ

〇
一
俵
ぐ
ら
い
と
思
う
入
…
二
入

　
一
俵
よ
り
も
多
い
と
考
え
た
子
供

は
も
ち
ろ
ん
一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
計
算
を
み
ん
な
で
し
て

み
ま
し
た
。
そ
う
し
ま
す
と

一
日
分

一
一
日
分

三
日
分

三
＋
日
分

九五四二一
二六粒粒粒
粒式
　七
　〇
　、

と
な
り
ま
し
た
。
お
米
一
升
は
む
か

し
か
ら
、
ム
シ
ヤ
フ
ナ
旺
六
万
四

千
八
、
百
二
十
七
立
方
分
と
い
わ
れ
、

一
立
方
分
は
だ
い
た
い
一
粒
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
割
で
計
算

を
し
ま
す
と
四
百
十
二
俵
に
な
り
ま

で．

い
ま
す
。
こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す

・
・
…
昔
、
あ
る
俳
入
が
「
米
洗
う

　
　

前
に
ホ
タ
ル
が
二
つ
三
つ
」
と
い
う

伺
を
作
っ
て
お
し
し
よ
う
さ
ん
に
み

せ
た
ら
、
田
舎
の
夏
の
ダ
景
色
が
か

な
り
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
が
、
乙
れ

で
は
ホ
タ
ル
が
じ
っ
と
し
て
い
て
、

活
動
し
て
い
な
い
感
じ
だ
。
こ
れ
は

「
米
洗
う
前
ヘ
ホ
タ
ル
が
二
つ
三

つ
」
と
し
た
方
が
よ
い
、
と
い
わ
れ

た
。
な
る
ほ
ど
前
へ
な
ら
ば
、
む
こ

う
か
ら
こ
ち
ら
ヘ
ホ
タ
ル
が
飛
ん
で

く
る
様
子
が
生
き
生
き
と
え
が
か
れ

る
。
そ
う
思
っ
て
感
心
し
て
今
度
は

べ
つ
の
お
し
し
よ
う
さ
ん
に
示
し
た

ら
、
「
前
に
」
よ
り
は
「
前
へ
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
う
が
よ
い
が
■
「
米
洗
う
前
を
ホ
タ

ル
が
二
つ
三
つ
」
と
す
る
と
な
お
よ

い
、
と
い
わ
れ
た
。
こ
う
す
れ
ば
前

を
飛
び
こ
う
て
い
る
あ
り
さ
ま
が
よ

甲
＝
＝
＝
二
＝
＝
＝
＝
＝
一
一
一
＝
＝
＝
＝
一
一
＝
一
＝
＝
＝
ロ
ロ
肖
P
一
＝
，
一
＝
一
＝
一
一
一
”
一
一
一
一
P
一
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
騨
，
＝
，
；
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髄

贈
つζつが

u

”
　
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
胴
＝
一
＝
＝
一
＝
噌
＝
一
陶
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
薗
＝
＝
一
一
一
＝
一
一
■
一
〇
＝
一
＝
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
し
ん
ざ
え
も
ん
が
求
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
は
四
、
百
俵
に
な
っ
た
こ
と
が
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り
、
一
同
で
「
あ
っ
／
」
と
お
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
き
ま
し
。
た
は
じ
め
は
少
く
と
も
、

篭
鐸
＋
夏
＋
七
日
か
ら
㎜
ん
じ
毒
△
が
よ
ば
れ
ま
し
ば
い
ば
い
と
な
濠
え
る
こ
と
吻

＋
青
吾
秀
の
九
禺
と
し
、
…
た
Q
…
「
さ
あ
唇
さ
ん
は
い
つ
大
き
さ
ほ
お
ど
ろ
奮
れ
ま
す

こ
の
期
間
中
に
ね
ず
み
駆
除
を
行
い
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
算
数
は
お
母
さ
ん
方
は
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
た
い
三
十
日
間
に
、
し
ん
ざ
え
も
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
。

ま
す
。
こ
の
期
間
が
終
り
ま
し
た
ら
、
“
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
考
え
に
な
り
ま
し
よ
う
カ

あ
ら
か
じ
め
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
配
…
カ
い
た
だ
く
お
米
の
量
は
ど
の
位
に
第
二
話

布
さ
れ
て
あ
る
「
ね
す
み
死
体
発
見
…
な
る
と
思
い
ま
す
か
？
」
：
：
。
と
こ
　
　
●
　
　
●

状
況
調
書
」
に
記
入
し
て
、
ね
す
み
…
の
話
を
五
年
生
に
し
た
と
き
、
五
年

の
譲
三
し
ょ
に
各
地
区
塑
組
…
生
の
子
供
た
ち
が
憲
し
た
棄
の

合
長
の
と
こ
ろ
へ
十
二
月
六
日
に
届
…
鼠
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

け
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
…
0
全
部
で
一
升
ぐ
ら
い
と
思
う
人
－
．

　
宝
く
じ
は
市
の
割
当
が
五
、
一
四
”
　
五
人

四
枚
で
す
の
で
、
調
査
書
と
死
鼠
の
…
〇
三
升
ぐ
ら
い
と
思
う
人
…
八
人

確
認
を
し
た
の
ち
駆
除
数
に
よ
っ
て
”
〇
五
升
ぐ
ら
い
と
思
う
人
…
十
一
人

按
分
さ
れ
る
ご
と
に
な
っ
て
お
り
ま
…
〇
一
斗
ぐ
ら
い
と
思
う
人
…
十
三
人

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
〇
二
斗
ぐ
ら
い
と
思
う
人
…
六
八

へ
と
に
の
は
な
し

　
「
ど
ご
そ
乙
へ
、
行
ぐ
。
」
「
ど
こ

そ
こ
に
、
行
く
。
」
ご
の
二
つ
の
使
い

方
は
ど
う
ち
が
う
で
し
よ
う
。
言
葉

の
な
り
た
ち
か
ら
み
る
と
「
へ
」
は

行
く
方
向
を
あ
ら
わ
し
、
「
に
」
は

行
き
つ
く
と
こ
ろ
や
、
あ
り
場
所
を

あ
ら
わ
し
ま
す
。
そ
う
い
う
ち
が
い

こ
気
を
つ
け
て
子
ど
も
た
ち
は
学
ん

く
あ
ら
わ
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

「
に
し
と
い
う
言
葉
は
、
静
か
な
よ

う
す
を
示
し
て
い
る
よ
う
す
で
す
し

「
へ
し
は
動
き
の
あ
る
よ
う
す
を
あ

ら
わ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
し
よ
う
こ

に
「
い
す
に
す
わ
る
。
」
と
は
い
＼

ま
す
が
、
「
い
す
へ
す
わ
る
。
」
と

は
あ
ま
り
い
わ
な
い
よ
う
で
す
し
、

ま
た
「
十
日
町
駅
へ
着
く
時
こ
く
」

と
い
う
よ
り
も
、
「
十
日
町
駅
に
着

く
時
乙
く
。
］
の
ほ
う
が
ふ
つ
う
の

い
い
方
の
よ
う
で
す
。
ま
た
「
学
校

へ
の
途
中
。
」
と
い
う
こ
と
は
で
き

ま
す
が
、
「
学
校
に
の
途
中
。
］
と

い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
…
…
こ

れ
に
に
た
雪
コ
葉
で
私
た
ち
が
不
注
意

に
つ
か
っ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
次
の
こ
と
ば
は

ど
ち
ら
が
い
い
言
い
方
だ
か
お
あ
て

に
な
っ
て
下
さ
い
。

O
「
ゆ
う
べ
雨
が
降
っ
た
か
ら
、
道

が
悪
い
の
で
し
よ
う
。
」
と
「
ゆ
う

べ
雨
が
降
っ
た
の
で
道
が
悪
い
で
し

ょ
ら
。
」

O
「
雨
が
降
る
と
、
こ
の
道
は
ど
ろ

田
の
よ
う
だ
よ
。
」
と
「
雨
が
降
れ

ば
、
こ
の
道
は
ど
ろ
田
の
よ
う
だ

よ
。
」
O
「
雨
が
降
っ
て
も
出
か
け

ま
す
。
」
と
「
雨
が
降
る
の
に
出
か

け
ま
す
。
」

第
三
話

子
ど
も
と
先
生
の

詩
か
ら

○
と
ん
ぼ

川
の
ど
て
に
と
ん
ぽ
が

じ
っ
と
し
て
い
る
。

ぽ
く
は
手
を
く
る
く
る
ま
わ
し
な
が

ら
す
＼
ん
だ
。

「
う
ま
い
ぞ
」

と
思
っ
て

ぱ
っ
と
手
を
や
っ
た
ら

に
げ
ち
ゃ
っ
た
。

ぼ
く
は
む
ね
が
ど
き
ど
き
し
た

「
ち
く
し
ょ
う
」
と

石
を
お
も
い
き
り
投
げ
た
。

と
ん
ぼ
は
い
ね
の
上
を

ゆ
う
ゆ
う
と
　
と
ん
で
い
っ
た
。

〇
一
本
の
白
ぼ
く

サ
ラ
サ
ラ

サ
ラ
サ
ラ

白
ぼ
く
の
粉
が
黒
板
を
つ
た
っ
て
落

ち
て
い
く

君
た
ち
の
頭
に
わ
す
か
な
知
識
を
と

め
て

こ
の
世
か
ら
永
遠
に
姿
を
消
し
て
い

く
一
本
の
臼
ぽ
く

私
は

君
達
に
勉
強
し
て
来
な
い
っ
て
叱
り

助
け
合
お
う
、
や
さ
し
く
な
ろ
う
。

強
く
な
ろ
う
、
と
呼
び
か
け

あ
る
時
は
、
販
っ
く
み
合
い
を
し
て

ふ
ざ
け
合
い

そ
し
て
、
こ
の
上
な
く
楽
し
い
私

私
も
や
が
て

こ
の
世
か
ら
去
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
日
が
く
る
。

君
た
ち
の
幼
な
い
胸
に

ほ
ん
の
ち
よ
っ
ぴ
り
の

想
い
出
と
え
い
き
よ
う
を
与
え
て

サ
一
フ
サ
一
フ

サ
ラ
サ
ラ

白
ぽ
く
の
粉
が
黒
板
を
伝
わ
っ
て
お

ち
て
い
く

私
の
手
も
と
に

君
た
ち
の
前
に
。
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